
用 

日農工特４Ｐオートヒッチ       

適応機種 ＲＢ-５２０ＲＮ 

ＲＢ-５２１ＲＮ 

組 付 要 領 書 及び 部 品 表 

ＲＢ－Ａ（１・２） 

ＲＢ－Ｂ 

本製品を安全に、また正しくお使いいただくために  
必ず本組付要領書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本組付要領書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 



は  じ  め  に 
 
 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。 
 
 この取扱説明書は、ミニロールベーラ用 日農工特４ＰオートヒッチＡ型およびＢ型の組付要領に 

ついて記載しております。組付前には必ず、この組付け要領書をお読みのうえ、正しく組付

けてください。また、ご使用前には、必ずミニロールベーラ本体の取扱説明書を熟知する  

までお読みのうえ、正しくお取扱いただき最良の状態でご使用ください。 
 
 ●お読みになったあとも必ず製品に近接して保管してください。 
 ●製品を貸与または譲渡される場合は、本体の『取扱説明書及び部品表』とこの『組付要領

書及び部品表』を製品に添付して、お渡しください。 
 ●この組付要領書及び部品表を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店 

または当社にご注文ください。 
 ●本書は、 注意 として製品自体の損傷防止に関する留意事項を記載しております。 
 ●なお、品質・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあります。 
  その際には、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合がございますので、あらかじめ 
  ご了承ください。 
 ●ご不明な点やお気付の点がございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 
 ください。 

 

  
 
 

      印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 
   お守りください。 
 
 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 
          ものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ 
          るものを示します。 
 
          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示 
          します。 

危険 

警告 

注意 

 

警 告 サ イ ン  
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１．日農工特４ＰオートヒッチＡ型用部品 

日農工特４ＰオートヒッチＡ型をお持ちの 

お客様は、次の手順でオプション部品を 

取り付けていただくと、オートヒッチでの

着脱作業が可能です。ミニロールベーラ 

本体にオプション部品を組み付ける時は

平坦で安定した場所で行ってください。

また、ミニロールベーラの取り扱いについ

ては本体の取扱説明書をご確認ください。 
 

◆入力軸の種類の確認 
 ＡヒッチではＡ１とＡ２で使用する入力軸の

種類が異なります。お使いのトラクタに

合った入力軸を組付けているかをご確認

ください。 
入力軸先端からベアリング先端までの距離 

 
Ｎｏ． 距離 

① １４０ｍｍ 

② ９０ｍｍ 

 
◆組付け前の準備 
スプライン入力軸の機体銘板をヒッチフレー

ムに貼付してください。 

 

以下、図中の入力軸はＡ１タイプですが、  

組付け手順はＡ１とＡ２で共通です。 
 
◆組付け手順 
［１］作業機本体のロワーリンクに  

①コテイブラケットを 
②ボルト１２×４０（８Ｔ）  
③ボルト２２×５５（８Ｔ） 
④ブッシュ 

⑤バネザガネ２２ 
⑥ナット２２ 
⑦スプリングナット１２ 

を使用し組付けてください。 
②のボルトを通す穴は本体号機に 

よって異なります。組付けの際は 

号機番号をご確認ください。 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

Ａ１ Ａ２ 

① ② 

スプライン入力軸の機体銘板 

●ＲＢ-５２０-Ｈ 

３８号機～ 

●ＲＢ-５２１-Ｈ 

１号機～ 

① 

② 

③ 

④ 

⑥ 

⑦ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

●ＲＢ-５２０-Ｈ 

１～３７号機 

 

●ＲＢ-５２０-Ｈ 

１～３７号機 

●ＲＢ-５２０-Ｈ  

３８号機～ 

●ＲＢ-５２１-Ｈ 

 1 号機～ 

⑤ 



オプションヒッチの組付け                     ＲＢ－Ａ 

- 2 - 

［２］⑧アタッチヒッチＡ本体のスプライン  

入力軸に⑨シングルジョイントを差し

込み、⑩ジョイントピンφ１０×６０で 

固定します。 
     ⑩のピンは過負荷がかかると切断し

ます。切断した際は指定されたピン

と交換してください。 

 
部 品 名 称 部品コード 員数 

⑩ジョイントピン 

φ１０×６０ 
１１６３８-１４２３-０００ １ 

 

［３］ミニロールベーラのスタンドの位置を

調整し、下側の穴に合わせてくだ 

さい。 

 

注 意 
ＲＢ-５２１-ＨではＡヒッチを使用する際、 

スタンドのリンチピンを作業機側から入れ

てください。 

 

［４］ミニロールベーラからクドウカバーを 

取り外します。 

 

 

［５］⑧アタッチヒッチＡ本体を⑪ターンバッ

クルを介して⑫トップリンクピン、  

⑬アールピンで作業機本体と接続し

ます。⑭ロックナット（図中  部）が 
ある方をアタッチヒッチ側に向け、 

反対側は作業機本体トップリンク部の

穴を使用して接続してください。 

 
 
 
 
 
 
 

⑩ 

クドウカバー 

  

 

⑨ 

⑧ 

⑪ 

⑫ 

⑧ 

⑬ 

⑭ 

下側の穴 

（こちらを使用） 

上側の穴 

 

作業機側 
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［６］シングルジョイントをミニロールベーラ 

本体の入力軸に差し込んでください。 

 
［７］次図を参考に 

 ⑮スペーサーを①コテイブラケットの穴

と合わせ、⑯ボルト１６×１００（８Ｔ）と  
 ⑰ナイロンナット１６でヒッチと作業機

を固定してください。 

 
  
［８］ヒッチフレームと 
   ⑱ＰＴＯカバートクヨウを⑲ボルト８× 

１６と⑳スプリングナット８を使用して 

４箇所固定してください。 
 
 
 
 
 
 

 
 
［９］ヒッチトップリンク部に⑫トップリンクピン

を取り付け、⑬アールピンで固定して

ください。 
 

 
 
［１０］上記 [１ ]～  ［９ ]で日農工特殊   

オ―トヒッチＡ用部品の組付けは完了

です。 
 
注 意 
トラクタによっては装着できても、作業

姿勢がとれない場合があります。その 

場合は販売店までご連絡ください。 
 

⑬ 

⑫ 

⑳ 

⑱ ⑲ 

⑯ ⑰ 

⑮ ① 

作業機側の入力軸 

進行方向 



オプションヒッチの組付け                    ＲＢ－Ｂ 

- 4 - 

２．日農工特４ＰオートヒッチＢ型用部品 

日農工特４ＰオートヒッチＢ型をお持ちの 

お客様は、次記の手順でオプション部品を

取り付けていただくと、オートヒッチでの

着脱作業が可能です。ミニロールベーラ 

本体にオプション部品を組み付ける時は

平坦で安定した場所で行ってください。

また、ミニロールベーラの取り扱いについ

ては本体の取扱説明書をご覧ください。 
 
◆組付け手順 
［１］作業機本体のロワーリンクに 

①コテイブラケットを 
②ボルト１２×４０（８Ｔ）  
③ボルト２２×５５（８Ｔ） 
④ブッシュ 
⑤バネザガネ２２ 

⑥ナット２２ 

⑦スプリングナット１２ 
を使用し組付けてください。 

②のボルトを通す穴は本体号機に 

よって異なります。組付けの際は 

号機番号をご確認ください。 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
［２］⑧アタッチヒッチＢ本体の 

スプライン入力軸に⑨シングルジョイント

を差し込み⑩ジョイントピンφ１０×６０

で固定します。 
⑩のピンは過負荷がかかると切断 

します。切断した際は指定のピンと 

交換してください。 

 
部 品 名 称 部品コード 員数 

⑩ジョイントピン 
 φ１０×６０ 

１１６３８-１４２３-０００ １ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑧ 

⑩ 

⑨ 

① 

② 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ ●ＲＢ-５２０-Ｈ 

１～３７号機 

 

●ＲＢ-５２０-Ｈ 

３８号機～ 

●ＲＢ-５２１-Ｈ 

１号機～ ① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

●ＲＢ-５２０-Ｈ 

１～３７号機 

 

●ＲＢ-５２０-Ｈ 

３８号機～ 

●ＲＢ-５２１-Ｈ   

１号機～ 
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［３］ミニロールベーラのスタンドの位置を

調整し、下側の穴に合わせてくだ 

さい。 

 
 
［４］ミニロールベーラからクドウカバ    

ーを取り外します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

［５］⑧アタッチヒッチＢ本体を⑪ターンバック

ルを介して⑫トップリンクピン、⑬アー

ルピンでミニロールベーラ本体と接続

します。⑭ロックナット（図中  部）

がある方をアタッチヒッチ側に向け、

反対側は作業機本体トップリンク部の 

穴を使用して接続してください。 

 
 
［６］シングルジョイントをミニロールベーラ 

本体の入力軸に差し込んでください。 
 

 
 
 
 
 
 

⑧ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑪ 

クドウカバー 

上側の穴 

 

下側の穴 
（こちらを使用） 

作業機側の入力軸 
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［７］下図を参考に⑮スペーサーを

①コテイブラケットの穴と合わせて、

⑯ボルト１６×５５（８Ｔ）と⑰ナイロン

ナット１６でヒッチと作業機を固定

してください。

［８］ヒッチフレームと⑱ＰＴＯカバートクヨウ

を⑲ボルト８×１６と⑳スプリングナット

８を使用して４箇所固定してくだ 

さい。

［９］ヒッチトップリンク部に⑫トップリンクピン

を取り付け、⑬アールピンで固定 

してください。

［１０］上記[１]～[９]で日農工特殊オ－ ト 

ヒッチＢ用部品の組付けは完了です。 

注 意
トラクタによっては装着できても、作業

姿勢がとれない場合があります。

その場合は販売店までご連絡ください。

⑳ 

⑲ ⑱

⑬ 

⑫ 

⑰ 

⑯ 

⑮ 

① 

進行方向 
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３．各部へのグリスアップ 

●グリスアップ箇所 
 定期的に各部のグリスアップを行ってくだ 

さい。 

 

 

 
４．ターンバックルによる機体角度調整 
［１］ヒッチ固定ボルトを緩めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［２］ロックナットを緩め、ターンバックルを   
回転し伸縮させることで作業機の  
姿勢を調整できます。（約１０°） 

 
 
 

［３］調整後、［１］で緩めたヒッチ固定   

ボルトを締め直します。 

場所 グリスアップ箇所 間隔 

①シングルジョイント １箇所 使用毎 

②ベアリングユニット １箇所 ５０時間毎 

➀ 

➁ 進行方向 

伸長 短縮 

ターンバックルの操作 

ヒッチ固定ボルト 
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